


































要約:小児の心身症を予防するにはどうしたら良いかを知るために平成 3 年 1 月から平成

5 年 12 月までに心身症外来(家族相談を含む)を受診した初診患者の両親にアンケート調

査を行った。有効発送数は父親 95,母親 102 であり,有効回答率は父親 38(40.0%),母親

54(52.9%)であった。回答結果から登校拒否,チック・夜尿,摂食障害,その他の 4群にわけ

て(1)家族関係,(2)両親のかかわり方を比較検討した。(3)関係機関に望むことでは,設備

も含めた行政機関の充実や教育の改善を望む声が多かった。


